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１ 。 は じ め に
後氷期の連続した堆積物の、堆積時の水深を推定することは、その地域におけ

る堆積環境の変遷を明らかにできると同時に、汎世界的な後氷期の海水準との比
較によって、その地域の第四紀変動を明らかにすることができる。しかし、連続
した後氷期堆積物を調べるためには、沿岸浅海域でボーリングによって長いコア
を採取する必要があり、その機会は極めて少なく困難である。その意味で、名瀬
湾の海底掘削によって得られたボーリングコアは重要である。
今回、名瀬湾における岸壁の構築に伴う調査で得られた５点の海底ボーリング

コア（以後、コアと呼ぶ）の中で、Ｎ０．７とＮ０．１０の２本のコアについて１４Ｃ年代
を測定し、陸からの影響が少ないと考えられるもっとも沖合いの海底から得られ
たコアＮ０．１０の有孔虫群集の垂直的（時間的）な変遷を調べてみた。
コアの使用、本論文の作成に関して、運輸省第四港湾建設局鹿児島港工事事務

所の承諾を頂き、便宜を計って頂いた。深く感謝する次第である。

２ 。 名 瀬 湾 の 地 形 と 試 料 採 取 地 点
名瀬湾は南へ深く切れ込んだ南北４ｋｍ程の湾で、水深は５０ｍ以浅である。地

形的には、笠利半島を除く奄美大島に特徴的なリアス海岸の一部で、湾の両岸は
急峻で険しい。後氷期の海面上昇によって出現した地形と考えられている（図１）。
１９９３年に、名瀬港岸壁の構築設計に必要な海底ボーリング調査が、運輸省第

四港湾建設局鹿児島港工事事務所によって企画され、湾西側の水深１３．３～２６．４ｍ
の間の５地点で行なわれた（図１）。５地点は、沿岸部に発達する幅２００ｍ前後
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の 水 深 ５ ｍ 以 浅 平 坦 面 と 湾 中 央 部 の 水 深 ： ２ ５ ｍ 以 深 海 盆 平 坦 面 と の 間 に 見 ら れ る 斜
面に位置している。今回、１４Ｃ年代を測定した試料は、水深２１．６ｍ地点（Ｎｏ．フ）
と水深２５．５ｍ地点（Ｎ０．１０）で得られた。

図１奄美大島周辺海域の海底地形（海上保安庁、海底地形図第６５０３号を使用）
と名瀬湾の海底ボーリング位置

３ 。 １ ４ Ｃ 年 代 測 定 試 料 と 測 定 結 果
今回、１４Ｃ年代を測定した２本のコアは、採取した２地点（Ｎｏ．フ、Ｎ０．１０）が

水 平 距 離 に し て １ ０ ０ ｍ し か 離 れ て い な い こ と も あ っ て 岩 相 が 極 め て 似 て い る 。 し
か し 、 テ フ ラ な ど の 良 い 鍵 層 が な い た め に 同 一 時 間 面 を 確 定 す る こ と は 難 し い
（図２）。
底生有孔虫群集の垂直変化を調べたコア ’ ｒ１０は、水深２５．８ｍの地点で掘削され、

全長が４２．４５ｍである（図２、３）。最下部の約５ｍ（４２．４５～３６．６０ｍ）は藻層で、
基質は砂・泥からなる。その上位は厚さ２７ｍ（３６．６０～９．５０ｍ）ほどのシルト・粘
土 層 か ら な り 、 厚 さ ２ ０ ｃ ｍ ほ ど の 藻 質 砂 の 層 を 挟 む 。 さ ら に 、 そ の 上 位 に 厚 さ
１．４ｍ（９．５０～８．１０ｍ）の淘汰の悪い砂層が重なる。この層の一部にはシルト層が
挟在している。最上部の約１０ｍ（８、１０～Ｏｍ）は、サンゴ片が混じった生物起源
の 砕 屑 物 か ら な る 。
コアＴ７は、水深２１．６ｍの地点で掘削され、全長４６．４２ｍである（図２）。最下

部 の 約 ２ ｍ は 白 亜 紀 の 名 瀬 層 で、 そ の 上 位 は Ｔ １ ０ コ ア と 同 様 、 下 位 か ら 藻 層 、 シル
ト ・ 粘 土 層 、 淘 汰 の 悪 い 砂 層 、 サ ン ゴ 片 が 混 じ っ た 生 物 起 源 の 砕 屑 物 が 重 な っ て
いる。ちなみに、Ｔフコア上部のＴフー４試料について１、２５０±８０ｙｒＢＰ圧１７７７８）
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の１４Ｃ年代値が得られ
て い る （ 大 木 ・ 桑 野 、
１哀号）。Ｔ７-４試料
は 、 コ ア の ト ッ プ か
ら下へ５．０～５．８ｍ
（ 現 在 の 海 水 準 か ら
２６．６～２７．４ｍ）の深
さから採取した。
今回１４Ｃ年代を測

定 し た 貝 殻 試 料 は 、

水

コ ア Ｔ ７ で は 藻 層 よ 深

り 約 ５ ｍ 上 の シ ル
ト・粘土層（Ｔ７-１７
・

一 コアのトップから
下へ３３．０～３３．７ｍ）
から、Ｔ１０コアでは
榛層より約１０ｍ上の
シ ル ト ・ 粘 土 層
（Ｔ１０-１３：コアのト
ップから下へ２７．０～
２７．８ｍ）から採取し
た 。 貝 殻 は 破 損 し て
い な い も の を 選 ん で

使用した。

１２５０±８０ｙ．Ｂ．Ｐ

９３５０±８０ｙ，Ｂ．Ｐ

遜 言 言 ｈ 詣
図２海底ボーリングコアの対比と１４Ｃ年代測定層準

これらの試料は、蒸留水中で超音波洗浄して表面に付着した物質を取り除き、
０．１規定の塩酸による表面の溶解除去、蒸留水による洗浄、乾燥させたうえでめ
のう乳鉢を用いて粉砕した。これを真空ラインに接続した反応管内でリン酸と
反応させ、発生した気体を寒剤を用いて精製し、二酸化炭素（Ｃ０２）を回収した。
このようにして得られたＣ０２から、Ｋｉｔａｇａｗａび❹。（１９９３）の水素還元法により
グラファイトターゲットを作製した。調製したグラファイトターゲットについ
て、名古屋大学のタンデトロン加速器質量分析計（Ｎａｋａｍｕｒａｅａ７．、１９８５；中村・
中井、１９８８）を用いて１４Ｃ年代を測定した。１４Ｃ濃度の標準体には、ＮＢＳ落酸
（ＳＲＭ-４９９０）を用いた。

表１
-
試 料

Ｔ７-１７

Ｔ１０-１３

測定結果

∂１３Ｃ値
（‰）
-０．１

-０．７

１４Ｃ年代

（ｙｒＢＰ）

９７５０±８０
９７７０±１１０

補 正 年 代
（ｙｒＢＰ）

９３５０±８０
９３７０±１１０
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測 定 番 号
（ＮＵＴＡ-）

３６６６
４６５６
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測定結果を表１に示す。１４Ｃ年
代値は、Ｌｉｂｂｙの半減期５５６８年
を用いて算出し、西暦１９５０年か
ら 遡 っ た 年 数 で 示 して い る 。 測
定誤差は１４Ｃの計数にもとづく統
計誤差を考慮して１標準偏差（１
ｃ７）で示している。また、トリ
プル コ レ ク タ 一 式 気 体 用 質 量 分
析計（ＦｉｎｎｉｇａｎＭＡＴ社製、
ＭＡＴ-２５２）を用いて試料の∂１３Ｃ
値 を 測 定 し 、 炭 素 同 位 体 の 質 量
分 別 効 果 を 補 正 して い る （ 中 村
ほか、１９９４）。
測 定 試 料 で あ る 貝 殻 は 、 海 水

から無機的に形成されるもので、
その１４Ｃ濃度は海水中に溶存する
全 炭 酸 の そ れ に 等 し い と 考 え ら
れ る 。 一 方 、 海 洋 表 層 水 中 の 炭
酸イオン大気中のＣ０２のそれよ
り約５０‰低いことが知られてお
り（ＢＩ’ｏｅｃｋｅｒａｎｄＰｅｎｇ、１９８２；
Ｂａｒｄ、１９８８など）、１４Ｃ年代値が
そ の 分 実 際 の 年 代 よ り 古 く な る
ことが予想される。すなわち、
１４Ｃ濃度差で５０‰分つまり１４Ｃ年代

値に換算して約４００年引いた値が
真 の 値 に 近 い と さ れ て い る
（ＢａｒｄｅＱｙ．、１９８７；Ｂａｒｄ、１９８８）。
そ こ で 本 稿 で は 、 同 位 体 分 別 効
果を補正したうえでそれより４００
年 を 引 い た 値 を 年 代 値 と して 採
用する（表１）。

４ 。 底 生 有 孔 虫 群 集 解 析 （ 予
察）
底 生 有 孔 虫 群 集 解 析 を 行 な っ

た試料は、コアＴ１０から１６点を採
取した（図３）。各試料１０ｃｃに
ついて、２００＃の諦に残った試料
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の 割 合 と 乾燥重量を測定し、底生有孔虫の個体数と群集組成、有孔虫総個体数
に対する浮遊性有孔虫の割合を調べた（表２）。
堆積物の粒度組成、構成粒子はＴ１０-６とＴ１０-５の間（１１．０～７．８ｍ）で急激に変

化する。この境界より下位では、２００＃の飾に残った砂榛の割合が０．７～１６．７％で
あるのに対し、上位では３３．３～５０．０％である。また、諦に残った砂瞳は、下位で
は生物起源の砕屑物は少ないが、上位ではそのほとんどが生物起源の砕屑物から
なる。試料１０ｃｃ中に含まれる底生有孔虫の個体数も、境界より下位では１２、０００個
以下であるが、上位では（５５、０００個を超える。この理由として、上位では堆積速度
の低下、あるいは有孔虫生産量の増大が考えられる。

表２
-
試 料

Ｔ１０-１

Ｔ１０-２

Ｔ１０-３

Ｔ１０-４

Ｔ１０-５

Ｔ１０-６

Ｔ１０-７

Ｔ１０-８

Ｔ１０-９

Ｔ１０-１０

Ｔ１０-１１

Ｔ１０-１２

Ｔ１０-１３

Ｔ１０-１４

Ｔ１０-１５

Ｔ１０-１６

海底ボーリングコアＴ１０における砕屑物と有孔虫の組成

深度（ｍ）

２．０-２．８

３．０-３．８

５．０-５．８

６．０-６．８

７．０-７．８

１１．０-１１．８

１３．０-１３．８

１ｊ５．（）-１５．８

：１７．０-１７．８

：；！Ｔ１．０-２１．８

：：！３．０-２３．８

：！ｊ；．０-２５．８

２７．０-２７．８

２！Ｅ）．０-２９．８

：Ｅ５１．０-３１．８

２３３．０-３３．８

砕屑物
：；・２ｏ（）＃（％）重量（ｇ）

４３．３

５０．０

３６．７

４６．７

３３．３

１３．３

１６．７

８．３

３．３

８．３

１．７

０．７

５．０

１．７

１．７

１．７

５．８４

６．４２

４．６０

５．９１

４．１４

１．５６

１．９１

０．９９

０．４４

１．１０

０．１０

０．１０

０．６７

０．１９

０．１９

０．１５

Ｎ．Ｉ．

／１０ｃｃ

皿態０
８８５７６
９１３９２
８２４３２
７３４７２
６７５２
１１６１６
２２０８
７３２８
４５２８
４４１６
３７７６
６４００
５１５２
２６４０
３５０４

Ｎ．Ｉ．：底生有孔虫の個体数
Ａ翌誤：膠着質殻有孔虫の産出頻度

Ｐｏｒ．：磁器質殻有孔虫の産出頻度
Ｈｙａ．：ガラス質殻有孔虫の産出頻度
Ａｍｌｎ．：／１ｊ７７７７７ａｊａ呻フ以７の産出頻度

Ｐ．Ｒ．：有孔虫の総個体数に対する浮遊性有孔虫の割合
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-
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底 生 有 孔 虫 の 群 集 組 成 （ 膠 着 質 殻 ： 磁 器 質 殻 ： ガ ラ ス 質 殻 有 孔 虫 の 産 出 頻 度 ）
は 、 全 体 を 通 じ て 変 わ ら な い 。 し か し 、 Ａ ｍ ｍ ｏ ・ 峰 ７ ❹ ａ の 産 出 頻 度 に 注 目 し て
みると、下部のＴ１０-１６からＴ１０-１３までは２０％を超え、Ｔ１０-１２とＴ１０-１１では１０％、
Ｔ１０ - １０より上位では３．２％以下となり、時代とともに減少したことが分かる。
／Ｕｚ７ｚ７７回ｊａ峰フｊｊａの産出頻度は、内湾の奥部ほど高く、外洋に近いほど低い値を
持つことが報告されている（百ｋｉ、１９７５；百ｋｉａｎｄＹａｍａｍｏｔ０、１９９２）。現世堆積物
中 の 底 生 有 孔 虫 の 生 体 に 関 す る 論 文 は 少 な い が 、 産 出 頻 度 が ２ ０ ％ を 越 え る よ う
な 群 集 は 、 内 湾 浅 海 汽 水 域 で 水 深 が １ ５ ｍ を 越 え る 海 域 か ら は 報 告 さ れ て い な い
（Ｃｕｓｈｍａｎ、１９３１リ（）ｒｉｓｓｅｎ、１！；）８８；Ｈｏｈｅｎｅｇｇｅｒｄａ７．パ９９３）。一方、海底表層堆積
物 に 含 ま れ る 底 生 ・ 浮 遊 性 有 孔 虫 の 総 個 体 数 に 対 す る 浮 遊 性 有 孔 虫 の 割 合 は 、 水
深 が 深 く な る に し た が っ て 増 加 す る 傾 向 に あ る こ と が 報 告 さ れ て い る
（ＧｌｙｈｓｄａｌｅａｎｄＭｏｌｒｋｈｏｖｅｎ、：Ｌ９５５；Ｕｋｉ、１９８３、１９８５、：１、９８９）。Ａｍｍ叩ｊａ時７ｊ、ゴａが
１０．０～３６．６％を占めるＴ１０-１６からＴ１０-１１の試料では、浮遊性有孔虫の割合が５．２
％以下であるのに対し、／１７７７ｚ７７０７ａ匈刀ｊａが激減するＴ１０-８とＴ１０-５（Ｏ～０．３％）
では１２ご７～１６．１％の高い値を示す。以上のことは、堆積環境が内湾浅海域から、
や や 深 い 、 外 洋 水 の 影 響 下 に あ る 環 境 に 変 化 し て い っ た こ と を 示 唆 し て い る 。

５ 。 考 察
今回、Ｎ０．７とＮ０．１０の２地点の海底コアから得られた試料を使って１４Ｃ年代の

測定を行なった結果、現在の海水準から５５ｍ下に位置するＴ７ -１７の試料と５３ｍ下
に位置するＴ１０-１３の試料はほぼ同時代（９、３５０年前後）の堆積物であることが分
かった。
一方、コアＴ１０における／１７７７ｊ７７ｏ・匈７７ｄａの産出頻度と浮遊性有孔虫の割合（表

２）から、コアの下部（Ｔ１０-１６～’Ｉ’１（）-１３）の堆積環境は１５ｍ以浅の内湾浅海汽水
域であると推定される。その上位の試料’ｒ１０-１２からＴ１０-９では、Ａｍｊ７７０ｊａ匈７７、ゴａ
の産出頻度が激減（１０．０→１．７％）し、浮遊性有孔虫の割合はやや高くなること
から、水深が深くなったと考えられる。コアの中部（Ｔ１０-８～ ″１７１０-５）の堆積環
境は、／１ｍｚ７７回１峰刀ｊａの産出頻度が０．３％以下であること、浮遊性有孔虫の割合
が１２．７～１６．１％の高い値を示すことから、外洋水の影響下にある、比較的深い環
境にあったと推定される。堆積物の組成では、 ’ＴＩ： ’１０-７から粗粒砕屑物が増え始め、
Ｔ１０-６とＴ１０-５の間で急激に増加する（表２、図２）。Ｔ１０-５より上位では、サン
ゴ 片 混 じ り の 生 物 起 源 の 砕 屑 物 が 主 体 を な す こ と か ら 、 相 対 的 海 水 準 の 上 昇 が 停
止 し て 、 サ ン ゴ 礁 の 発 達 を 促 し 、 波 食 に よ る 粗 粒 な 生 物 起 源 砕 屑 物 を 供 給 し た 結
果と考えられる。コア上部（Ｔ１０-４～Ｔ１０-１）の／Ｕ７７７７７回ｊａ匈フｊｊａの産出頻度、浮
遊 性 有 孔 虫 の 割 合 、 砕 屑 物 の 特 徴 に 変 化 が 認 め ら れ な い こ と か ら 、 現 在 の 名 瀬 湾
の堆積環境は、Ｔ１０ - ５以降、ほとんど変化しなかったと考えられる。
以 上 の よ う な 堆 積 環 境 の 変 遷 を 考 慮 に 入 れて、 Ｔ フ、 Ｔ １ ０ の ２ 本 の コ ア の 、 現 在

の 海 水 準 に 対 す る 深 さ に つ い て 考 察 し て み る 。

現在の海水準から５５ｍ、５３ｍ下に位置する試料Ｔフー１７、’ｒ１０-１６の堆積年代は、
誤差を考慮しても９、２００～９、５００年だと考えられる。Ｚｈｅｎｇ討肛（Ｄ９４戸ま、中華
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人民共和国東部の５；（）ｕｔｈｅｒｎＹａｎｇｔｚｅＤｅｌｔａにおける過去２万年間の海岸線の調査研
究から、１０、０００年前の海水準が現在より３０～４０ｍ、９、０００年前の海水準が２５ｍほ
ど低かったと報告している。中国大陸は安定地塊（盾状地）であることから、こ
の海水準の変動は当時の地球の気候のみを反映していると考えてよい。したがっ
て、Ｔフー１７、Ｔ１０-１６の試料が堆積した頃の海水準は、現在より３０～３５ｍほど低か
ったと考えられる。底生有孔虫群集から、試料゛１フ１０-１６の堆積当時の水深は１５ｍ以
浅と考えられることから、その当時の海底面は、多く見積もって現在の海水準よ
り４５～５０ｍほど下に存在することになり、５～１０ｍ程度の差が生じる。この差は、
名瀬湾地域の９、３５０年以降の沈降量を表わしている可能性が高い。現生底生有孔
虫の研究が十分に行なわれていない現時点において、λ７７７ｊ７７０幼時７７、ゴａの産出頻
度からその当時の生息水深を細かいレベルで推定することはさけるべきであろう
が、この地域が過去１万年ほどの間に沈降傾向にあることは間違いないであろう。

６ 。 ま と め
今 回 、 １ ４ Ｃ 年 代 の 測 定 と 底 生 有 孔 虫 群 集 解 析 結 果 か ら 次 の よ う な 点 が 明 ら か に

なった。
１．Ｎｏ．フとＮ０．１０の２地点（現在の海水準から５５ｍ、５３ｍ下）から採取された海

底ボーリングコアの下部の試料Ｔフー１７、Ｔ１０-１３について、９、３５０±８０ｙｒＢＰ、
９、３７０±１１０ｙｒＢＰの１４Ｃ年代測定値が得られた。

２．底生有孔虫群集解析から推定される９、０００年以前（コアＴ１０の最下位のＴ１０-
１６よりＴ１０-１３）までの堆積環境は、／１ｚｚ７ｚ７７０７ａ時７❹ａの高い産出頻度と浮遊
性 有 孔 虫 の 割 合 が 低 い こ と か ら 内 湾 浅 海 汽 水 域 で 、 水 深 は １ ５ ｍ 以 浅 と 考 え ら
れる。９、０００年以降（Ｔ１０-１２より１’１０-６）は、／１ｚ７７ｚ７７０７ａ峰７ｊｊａが激減するこ
と 、 浮 遊 性 有 孔 虫 の 割 合 が １ ０ ％ を 越 え る こ と か ら 、 外 洋 水 の 影 響 下 に あ る 、
比 較 的 深 い 内 湾 の 環 境 に あ っ た と 推 定 さ れ る 。

３ ． １ ４ Ｃ 年 代 の 測 定 値 、 有 孔 虫 群 集 か ら 推 定 さ れ る 水 深 、 最 終 氷 期 以 降 の 海 水 準
の変遷（Ｚｈｅｎｇ討ｊ７ｙ。ＴＬ９９４）から、９、５００年以降、名瀬地域は沈降傾向にある
と推定される。

今後、有孔虫を調べたＮ０．１０地点のコアのきめ細かい１４Ｃ年代編年、Å７７７７７７凹ｊａ
匈７元／ａ以外の底生有孔虫の生態学的解析を行ない、より正確な名瀬湾の堆積環境
の変遷と名瀬市地域の９、５００年以降の構造運動を明らかにする必要がある。
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